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しかももはや忘れ去られた場所や人々との交流な通じ

序 て，彼は人生の悲喜}~~IJな再叫したり，人間性の日復を想

指させるのである。以下，このエッセイ祭を通じて彼が

このエッセイ熊は1909年に公時され，全部章から或 どこを訪れ，どのような人々と交流し，またどのような

る。このうち，手数近い12市は既ιSpeakerやSaturdαy 場面を展開してくれるのか，見ていきずこし、。

Review等に発表されたものである。 1901年，年金

List Pensioめを符・ることになった作者は，以後

経済的にも，また精神的にも，ある程度の余掛ができた E 村の精神を有する村人

とみえ，書部や間部の諸什|を始め， しばしば地方へI:Hか

けている。そしてその士地の人々や風物に詫して得た印 作者がある衰の夕暮，デヴオン及びコーンウオルjil計十|

象を書き記したのが木書である。目的地を訪れる場合， の境界線を流れる Tamar川を，左子二に見下ろしながら

披は予めガイド・ブックιよって予備知識を得るような 下っていると，やがて向う岸vC2.......... 3 'itfから成る農家，
ことはしなかった。そのj惑についての，あるいはそこの 小さなまない教会，そして潟令市に乗り入れる若者の獲を

絵民についての知識を得ることが主眼ではないからであ 日にする。跨もなく，農家の主婦らしき人が家からU¥て

る。彼の場合は，その地で偶黙に発見される喜びゃ幸ぜ 来て，馬にJII本なが:ませている若者と，向やら会話を交

を，あるいは想い出に残るような成;去を味わうために出 わすので、ある。主総らしきその人は若者じ夕食を告げ

かけた。従って，その対象の与える印象が強吟れば強い に， )11辺までやってきたので‘あろう。蒋れゆく白黙を背

ほど，心にいつまでも桟ることになる。そのような印象 ;互に，桟fl.~{を浴びた 2 人の人物を組像する時， →憾の請

はまた，後年において，再現を11)"能にすることじなる。 設断念怠わせるものがある。会誌が読むと，主婦らしき

こうして復は心の社くままに出かけ，再現在可能にして 人は家に戻ってゆく。やがて，若者と馬は川を離れ，そ

くれるような，未知の再びを発兎しようとする。この得 の家の方へ姿を出す。 2 人が姿を消すと F 辺りは物-r~í:--

びを，彼はみ;議において，読者ιも分ち与えようとした つしない静寂の役界に包まれるのである。報起きの平い

のである。 農家は，この時刻にはもう寝てしまったように志える。

作者が~}jr: u先で実物を見ょうとする意隠については， この時の↑fy;;tに強い印象を受吟た作者は，後日これをゑ!

う少し説明する必裂があるであろう。われわれはガイ 像 (mentalpicture)として再現した。作者にとって，

ド・ブックによって，あるいは写烹や絵ノ、ガキによっ このような怨致問な仰ることが重要なので、あり，これを

て， fH自胞を想激することは可能で‘ある。しかしながら 得るために現地へ赴くのだと言えよう。

作者は現地で実物を見ることを最機先する。本物を見る この土地の場合，何が原因で作者に強い印象を与える

ということは，楳体を通して見る場合と異なり，その日寺 ことιなったのであろうか。その原悶を分析することは
然条件をも，ありのまま また， f学者がその村で余生をiぎりたし、と!闘った気持を，

に，しかも直搬に観察できることを意味する。対象を誼 説明するであろう。先ず，作者に与えられた自然環境に

棋に観察することで，披は持と共に移ろいゆく，日常、の おはすると，持品哀の終わり，タ行が需を亦く染める自

微妙な変化をも者取しようとしたのであるの 役時である。設はJIIから吹いてくる磯良を受けながら，

次tこfl的地の選択に付弓すれば，持者の場合，観}(j世 間沿の山りくねった総道を， t'j!転車でゆっくりと下って

や名所!日績を避ける傾向がある。多くの場合，人の鮮が いる。やがて，川幅が誌がり，水も淀む浅瀬にさしかか

る場所を避けて，地方の小村や，そこの小さな教会，あ る。この浅瀬を挟み，手前には緩丘が連綿と統札向こ

るい法河JIIや， )点野へ歩を運んだ。このような地方の， う坤には{売の2""'3軒の農家と，それι付・附する綿室等
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が立ち緩んでいる。この小村の主要建築物といえば，古 した作者は，恐らく幼少の頃から，この)11のことを関か

い教会だけで，これは立派な錨楼を有した堂々たる建物 されていたと忠われる。さもなければ，次のような表現

であった。この小村が夕日を浴びて，ー愚魅力的に見え は生じ得金い持である。

たのは，次の引用文が明らかにしてくれるで訪うろう。

Never， 1 thought， had 1 seen a lovelier village with 

its old picturesque cottages shaded by ancient oaks and 

elms， and the great church with its stately tower look-

ing dark against the luminous western sky. Dismoun白19

again 1 stωd for some time admiring the scene， 

wishing that 1 could make that village home for the 

rest of my life， conscious at the same time that it was 

the mωd， the season， the magical hour which made it 

岱emso enchanting.1 

上記のことからわかるように，命者がこの村で余生を

送りたいと闘う誌ど魅感されたのは，自然環境の美しさ

故である。わずか 2~3 軒の農家と教会から成る小村，

色鮮やかな夕焼け控，)11の浅轍，あるいは鰻lI.など，ド!

然の景観が離し出す容器Ä~こ陶酔したためで島る。この

ような告然環境に加えて，作者の印象を深くしたもう一

つの要因は，人物の殺場であろう。馬上の若者が予怖の

馬をもう一頭引~連れて，浅瀬に乗り入れるのである

が，これは野長仕事を終え，罵に水を飲ませるためであ

る。四肢を冷やしながらやっくりと，そしてたっぷり水

を欽む馬， これを日i課として去最り返す若者の家畜ι寄せ

る思いi躍り，被等のこのような挙動を作者は愛靖濃やか

に観察するのやがて，例の主婦らし主人が現われ，西部

誌の甲南い声で若者広野びかけるの恐らく，夕食時にな

っても渓らぬ息子合案じて，浅瀬まで迎えむ%・たのであ

ろう。この場面は，臼然の業しさに加えて，親子の'lW愛

や，若者の家留を患いi宣る気持が桔f突って，存者仏おれ

得ぬ印象を与えたのに違いない。即ち，壁場人物や動物

もまた，作者を魅惑した重要な要因になっているのであ

る。

作者がこの小村で余生をj去りたいと綴ったI県出は組tこ

も考えられる。それは彼が Tamar川を下った組11Iと鴇

織な関連がある。前述の通り，このJIIはデヴォンシャ州、|

とコーンウォルチ1'1の境界線に沿って南下し， Plymouthに

注ぐ。そしてこのデヴォンシャニそ，作者の祖先が幾佐

代にも減って住んだ，忘れ得ぬ国であったのこの t ッセ

ィ集において，この間を何度も扱っているのは，徒にと

って格別の地であることを意味している。同時の ExeJ!l

をも訪れているが，この時には何にも増して愛着を感

じ，感慨も J 入であった。この ExeJlIこそ， 1，皮の担先が

生まれ膏った川であったからに抱ならない。南米で11:育
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対yforefathers had dwelt for generations beside it， 

listening all their lives lcng to its music， and when 

they left it they still loved it in exile， and died at last 

with its music in their ears. Nor did the connection 

end there; their children and children's children 

doubt1ess had some inherited memory of it; Or how 

came 1 to have thぬfeeling，which made it拙cred，and 

drew me to it? We inherited not from our ancestors 

only， but， through them， something， too， from the 

earth and place that knew them.2 

この)11の想11.，、111は，異国にあってなお語り継がれていた

ことがわかるであろう。この幻のj討を始めて党た時，上

記の感概となったのである。このJII~こ対する感慨詞様，

先の Tamar)11やが'11のせ、村に対して，作者が感動を深く

したのは，このような郷土愛的な感A情があったからに地

ならない。そして，この郷土愛は後述する彼のセンチメ

ントが導いているのであるが，本書のテーマになってい

る。

最後の要罰としてあげられるのは，作者が白身を村人

と考えていることである。渡英後の般は， ロンドンで生

活しながら，この都会を嫌い続けた。それは，彼が人為

(1''.1な生活条件に東縛され，怠苦しさを感じてし、たからで

あった。しかし，地方はそのような束縛から解放し，安

堵!践を与えてくれたのである。都会では失われた人清味

が，田舎には未だ殺っていたからで為る。そのような

問舎の村人ι数多く援した彼は，親額意識を感じて，
l'leを村人と宣言するに至る。“1am one of them， a 

villager with village mind， and no wiぉhfor any other."3 

これは1921年発表の ATraveller in Little Thingsか

らの引用で為るから，厳摂tこ言えば，アド諜発表時の1909

年までに，自己を村人と見なす精神が薙立していたか否

か綾部ではある。しかし，宣設とそしていないけれども，

f'f者が地方や村人を愛し統けた事実は，初期の作品から

-~している。本識においても彼は，“. . .our intimacy 

with the people has produced the sense of being one in 

blood with them.川と述べているが，これは村人との交

友を通じて，夜が血縁意識を持っていることを意味す

るG このことから，木諜は彼が内守の路神を有する村人J

と宣言するに埜る，過渡期の作1111であると見なすことが

で診る。詑って，彼が TamarJlI;互の小村を理想の地と

考えたにしても，当己を村人と見なす過渡的存悲にあっ



Afoot iu Englandにおける W.H.Hudsonのエッセイ

た以上，ごく自然な成り行きであった。

11 Mitford縁の地!とて

作者は地方の小村へ出かけるが，文人縁の地に巡り合

う場合がある。本書においては，おおryMitford (1787~-

1855)や WilliamCobbet (1763~ 1835)，それに投obert

Bloomfield (1766-1823) の縁の地に捗を選んでし、る。

3人とも地方を描き，名声を附したわけだが，作者が訪

れた当時は，もはやその{乍品時読まれなくなっていた。

だが，彼はそれぞれの作品を通じて知り得た彼等を，弁

護する態度をとっている。

作者は Readingから Basingstoke閉じ犠たわる，緑地

や森林地を気に入っていた。毎活摂に彼は;友人と，その

Readingから ThreeMile Crossという村ιやって来ι。
この村は Mitfordが30年に渡って住んだ19i'であり，また

創昨活動を続けた所でもある。この村で作者は彼女のコ

テッジを発見するので、あるが，時代の変化に抗し得ず，

“Mitford Arms"とか，あるいは“Temperance狂otel"

な られ，お茶とパンをlHしてくれる休憩

所に変わっていたかつて美しい庭のあった所It，建物

が密集し ifの出揺をうたっていたのである。次に作者は

後女の記念韓のある Swallowfieldという村にやって来

る。“指itford'smonument is a plain， almost an ugly， 

granit cross， standing close to the wal1， shaded by yew， 

elm， and beech trees.... 6と作者が述べていることから

判断すれば，殆んど感銘しなかったことがわかる。

Selborne村ιある GilbertWhiteの記念碑を発見した時

の欝びと比べれば諜沈の差がある。設の記念韓は小さ

く，半ば土中に瑚もれ，伸び放題の雑草に覆われていた。

これを，子供の顔を覗く時に額の裂を押し上げ注がら蟻

くように，覆い被ぎる雑草を払いながら，見守ってい

る。しかも，ょうやく探し当てた記念時を，感慨深げに

見守っているのであるの?このような気持を披女の記念

怖に対して抱けなかったのは，石碑そのものが醜いこと

もあったであろうが，安らかに誤る場所として，相応し

いと思えなかったためであった。そこを去るn~.f，作者は

年老いた守男に的合っているが， この男は彼女がタとんだ

i屯 10識であった。後Lとのことを記憶しており，“She

was a very pleasant little woman."と伝えているf彼女

を記協している土地の他の人たちも，やはり同様応答え

ていることから，作者時彼女の肖橡州がそのように見え

ないことを，両家の不器用さのぜいにする。実諜，作者

たちが所有していた捜女の肖像画は，太って平凡な顔を

した，少々下品な人物だったからである。彼女の作品か
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ら判断して， f学者はどうしてもそのような印象を持ち得

なかったらしい。というのは，作者の女友達が1852年頃

ケヅチしたものには“therefinement， the 

sweetness， the animation and charm"が見られるからで

あるノどちらの給が本物に近いのか判断しかねるが，

Contance註i1l替の MaryRussell Mitford (1920)の

ιl絵を見る限り，彼t:はひ君しまった，魅力的な顔広見

える。この舟{象l珂は1836年， A. Burt fこより函かれたも

のであるが，年齢よりずっと若く見える。 1836年といえ

ば，彼女は49蹴のはずだが，とてもそうは見えない。大

きなfJ，高い鼻，ひきしまった唇など，験全体から撰妻美

しさが感じられる。衣装や髭)隠は凝っていて，洗練され

た若き貴婦人の印象を与える 10従って， この女流作家

の容姿については， 上地の人々の証言ι女友連からも
らった鉛筆耐のフHこ誌性があるように思われる。

作者は一度読んだ作品をよく記憶している。 Mitford

の OurVillage (1824~32) もまた然りでB 設はこの散

文の批評を試みている。もともとこの作品は1819年から

Lady's Mαgazineぷ寄稿したもので，畿に5器本とな

ったものである。 Sketchesof Rural Character and 

Sceneryとしづ説題が治す通り，この作品は地方の，特

に彼女の持田の人間や，自然、を描いたものである。拝者

はこの作品を素朴で，自熱であり， J主つ作家当身の反映

であると見なす。作家内身の反映とは，慌しい温か味の

ある心，簡動的な性務，それに切るくユーモラスな精神

を指す。だが，作者の批評には，この作品の弱点もまた

合まれている。思想ι欠けること， ~.出百舎を描写しながら

鋭察がが♂

写tじこついても，他の作家と比べものにならない点，ある

いは対話ι不口然ぎのある点を指摘する 11 彼女の作品

に作者の指請通りの欠点があるとすれば，多作がその家

内tこなってはし、ないだろうか。父来立が勝負事に没頭し，

家運が傾いたため，彼女は4識の時，屯まれたAlresford

村を去り， Reading へ移っている以後，一家は較転と

閥を変えるが，後女が物を書くようになってからは，一

家の牛~~"十をたてねばならなくなった。議いた物はよく売

れたから，勢い多作家となり，神経も擦り減ったものと

思われるO この間の~'I背を知らずして，作者が批評して

いるわけではない。父親のおふ Mitfordが，金銭障にお

いて無関心でなければ，歓{乍も少なくてすんだろうと，

成念に思っているのである。彼女のi'f-r誌が大多数，野心

作であったと思うが故に，悔んでいるのである。だが作

品中で，主人公が Lizzeという村の女の子を舟って，牧

場ヘキパナノグリンザグラ (cowslip)を摘みに出かける

場面を，作者は絶賛する。この場覇tこは，先ず女流{乍家

たる女が露顕されていると見なす。部ち，彼女の「慢し
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い生き生きした気質Jが見られまた， r地上のあらゆ
るものに存する，感興や喜びに対し，衝動と子供じみた

が見られると雷うのである。13このことは作者の言

う通仇彼女の長rJTなのであり，読者を~きつける魅力

であると思われる。彼女があらゆるものに存ずる喜びを

見出すことは，読者をして，その対象に興味をもたせる

ことを意味する。なんとなれば，作家が対象に興味を芝公

さなければ，読者とて興味を持てなし、からである。 f字通

はまた，彼女が文学表現に鯛人的な魅力を事えることに

成功した理由として，感↑奇を斑現する際に，技巧を用い

たり，あるいはその感情を隠したりしなかったことをあ

げる。

以上の批評については，設女の“TheCowslip ball" 

を説めば，即産tこ頴けることである。主人公の朝のメラ

ンコりィな気分が，牧場へ出かけて遊び，夕立広あって

家に逃げ場って来る時には，気分が一新されていたよう

に，この主主は読者の気分までも爽やかにしてくれる。伶

良しの女の子を誘い，牧場へ出かける時の主人公の声は

弾んで，躍動するが，その精神は読者にも部惑に伝わっ

てくる。この場面は，朝のメランコリィな気分と，牧場

へ出かける時の陽気さが，あるい誌ユーモアとペーソス

のコントラストが示すように，作家の感情が微妙なこと

で起伏してゆく女心を示している。その感請を鋳ること

なし衝動的立， リズミカノレに表現するのが彼女の特質

と震える。作者は他の作品においても，お1itfordをよく

登場させ，その作品について設及している。しかも，設

女の数ある作品のなかから，OU1・Villageの場合が殆ん

どである。ということは，それが作者の気に入りの作品

であるからであろう O このことは作者が，わずかな時間

企利用して読みたい本を予にする時，よくこの本をヂに

すると述べていることからわかるのである。14 もう一つ

考えられる理由として，両部家の作風，及び境j誌の穎itl

性があげられよう。詞者とも，地方の自然や人物に取材

し，野草や動物に愛清を注ぐ態度が似ているからであ

る。また Mitfordの父が，美賀を諸jえていたにもかか

わらず，不注意で軽な性指であったが故に，引記を繰

り返さねばならなかったように，作者の父もまた善良で，

おおらかな人であったが故VC，やはりや'1度か引輪を余儀

なくされている。しかも，そのような父親に寄せる同情

や愛培もまた，ご二者には類似性が見られるのである。

111 Bloomfield績の地にて

作者は Mitfordに加えた批語以上tこ，サフォク州、|生ま

れのBloomfieldを，詳細に， カを込めて論じている。

春夏秋冬から成る長詩 TheFarmer's Boy (1加のを，

各季節ごとに批評している。作者はこれまでにも，いろ

いろな作家の咋品をとらえ，産rr月下jな批評を加えたこと

は為った。しかし，彼が一人り作家に一躍を寄れ、て，批

評したのは{W~めて諦な現象と号わねばならない。それだ

けに，彼がこの詩人を取りあげ子こ理由を考えてみること

が，必要じなるであろう。

作者が二本書の取材にサフォク夫、iのTroston村を訪れた

のは，本書公刊(1909)吟少し前と思われる。この村は，

この詩人を見出し，按のために出版者まで歌謡してくれ

た CapelLofft の故郷でもある。だが， の生誕地

は，その村から2マイルほど離れたHoningtonという村

である。この村をLittleDuseという)11が流れ，対岸に

は Sapiston村がある。このおpiston村こそ，詩人に内

燃への愛を育み，農場での生活や{I:$を教えたF9fで，詩

作の背;設をなす所であった。 1800年，この持が出版され

ると， 3年以内tこ25""""30版を敢ねる売れゆき合法したの

であった。だが，後年彼は議籍朔に手を出し，失敗して

賛同のうちに死んでいる。その持は19世紀半ばまで読ま

れたが， Byronは笑い Crabbeは不平を鳴らし Charles

Lambは見て胸がむかついたと言われる 15作者が訪れた

当時は，もはやこの持を読みたがる人はし、なくなってい

7こo

作者がこの刊をとりあけこれを批評の対象にした第

一の理I~] は，作者白身の自然、観と深く結びついている。

古品少守二時代， t疫のまな高びはfJ然のなかにあった。本合
1mくi札それは岳黙についてや1Jかを昆出すためであっ
た。 {I料込をとは，自然、によってわれわれのなかに膏され

る，ある感情表現のことである。彼にとって，書物にお

けると同線，自然の費すそのような感憤こそ，人生の最

も重要なことであった。その感'1古を議物に求めるB;f.散

文よりも詩りなかに，多くの謁足を見出したのであっ

た。殺の文学趣味は，現時から， lI-l舎のた民や物与を;詰

くf'FMlYこ，傾倒していたのである。16つまり，待者の読書

類舟は，その臼然観と結びついていたこと，そしてその

什然観は青少年時代に確V.していたので、ある。このこと

から， Mitfordの散文同様， Bloomfieldの.t!fもまた，彼

の好みの作品で、あることが鋲けるのである。

第二に，作者がこの訪をとりあげた四JIJは，その詩に

持する加し、ll:lと，その詩が与える連想とじ関係する。作

詩は，少年時代と}JJ，われるが，主若I~ ヴエノス・アイレス

を訪問した関，始めて古書1，l:fyニ立ち寄限っている。そこで

段拐に諮りJJjした物は， τhomsonのSeasonsであった。

これが，披が始めて宍った本で，この時の経験を感動を

込めて却している。何度かこの屈を訪れているうちに，次

に見出したのがイギリスの閃鴎詩，The Farmer's Boy 
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であった。その~時，彼はその作家の若~日については な出めると考えたのも，無即4のないことであった。作者

伺も知らなかったのだが，すくい読んでみたい欲望に駅ら がHoningtonで開いた話しによれば，当時詩人の生誕地

れている。この持を読み，実際気に入ったこと誌，彼の をi訪れた多くは，アメリカ人とのことであった。19このよ

読書額向からして， 当熱えまことであった。17主都諮問什 うな事実からしても，作者はこの詩の持つ意義や，その

弥，準時の彼にとっては稀な経験だったのに，市議告で 影響力に期して，何らかの位躍を与えようとするのであ

のこの詩との出会いや.f5"の主人の詐意、的なj強度は，よ る。

ほど嬉しかったとみえ，彼はその時の粗い出を印象深げ 持そのものについて，作者の批評をもう少し述べてみ

に記しているのこの持がイギリスの爵践を謡ったという よう。彼は春夏秋冬の綴にこれをとりあげ，必要に応じ

ことは，彼にとって，未だ見ぬ祖先の地の連想にゥなが て詩を引用するのであるが，詩人の心的を浪みながら，

る。心の古泉，しかも行って見ることはなかろうと考え 解説を擁しているため，批評自体が非堂に味わし、深いも

ていたその凶が，この持ιよって，限前に股閉されたの のになっている。言わば館賞批評であり，読者に対して

である。これが後年，作者が詩の~I'f足をなすその村を訪 味わうべき笛所，その味わし、方を教えた批評tこなってい

れた一国をなすのである。 る。この詩に保存郁i持を見出そうとし，ある位i還を与え~ 作者は忘却されたこの詩に，保存:flttifl売を見出そうと努 ょうと努める作者であるから. t'1然比このような批評じ

める。 ThomsonのSeasonsや.CowperのTask等，倒

れた間関詩は数多くあるけれども，それらとは異紫な特

質を見出し，この持者ど弁護しようとする。ニの持は先ず

Thomsonなどの自然持じ見られるようは，自然をー皇室1'1':1

に扱ったものではない。あるいは.T似たに散見される

ように，実際のた去を数限りなく，鋲乏してj苦手したも

のでもない。あるいはまた，多くの短与に見られるよう

ι，舟然の特殊なた設や様相の，ある印象を伝えたもの

でもないのである。彼の持の場合誌，辺品目な農業j患者に

おける，田舎の人間の平い生活を，素朴tこ.-tftして，

かなり完躍は説明したものである。しかも. ，非人はIt~予言

地で，実体験したことを描いたから，そこには実態協が

{芋っている。この詩時，しかしながら，その実体験な即

度じ譲ったものではなしそれを遠くからJ繰り返り，定!

い出のなかで再1:.した特徴を持つ。 Wordsworthの鈎の

瓦葉を惜りるなら.r静かななかで.;思い出される情緒j
を謡ったものと見なすことができるのである。18作者は

この訪を決して完壁なものとして見ているわけではな

い tr しろ，時代の流れとともι出れたその述と~ゃ

くの弱点とを，見てとっている。しかしながら，その運

命や弱点にもかかわらず，この詩の賞賛すべき拍手11.)(7)

多いことや，ユニークな特質を擁護警ずる。作者にとり，

この内ほど組織の光去や生活を適切む， しかも広;(如こ減

って，心的印象を与えてくれた持はなかった。加えて，

この持はSeasonsでさえ見られない，人!日jと動物の生活

が内践との関連において，連続!蓄を謝してくれるのであ

る。このことは，作者がその持から金光;去を，人l:ijと動

物が1':1黙と完全:ι調和したノ1:.日を，視覚化できたことを
意味する。即ち，英語tこ!刀ながら作者が，一日中清人と

ともは過ごすことがでさ仁四季折々に繰り返される仕fド

をえていることになる。従って，作者が，イギリスを離

れてなお生家を夢見る人々にとって，この詩はある位置

なったのであろう。 r春jでは，農場・百姓・親切で濃
想のよし・極主・一組の雌牛.d後半の群れts:.どが，登場す

る。そして，農地を緋し，種:をまき，土を鰐鍬で、均す場

l認が.1前すaされる。主人公の Giles少苧も設場するが，

殺は気の婚しい，父親のない，設しい少年である。主人

公の吾課は，穀物を謹むカラスの見様りや，銃殺された

カラスを拾い集める仕事で‘ある。あるい詰また，轄の自

のIHとともに，畑に出かけ.d誰牛を連れ詰ることであっ

た。 r存Jで作者が住けしているのは，主人公が牛や羊
会見る時の観察の正離さである。子手の群れが，小丘で、

議れて，互いに挑み介っている場耐は.11:.き生きして業

しい。しかし，この銭れの時期は焚く統かない。主人公

は，やがて殺し障の食肉業者がやって来て，これら子芋

を円い取ってゆくのを，けにするのである。そこに読者

は主人公の悲しみと，出りの111↓び声を開くのであり，そ

のショッキングな梁をi忘れ去る以外，どうすることもで

きない主人公の無力さと，苦悩を，時じとるのである 20

l!lJにおいて見るべさところは，農場での?と;去や出

:，kl~の拙Jうとである。 しかもその場合，主人公がそこで主

役ながiじる持である。例えば，主人公が熟した般物を荒

らずやJT.:-J:jものスズメを，ブラシ竿で脅す場I札あるい

は疲労と再さのために，茂みの除でねそべりながら，付

近のカブト!たや担t~lのヒパリを制掘する場面などが，そ

うである。スズメが防誌に鳴りながら，イバラのよ恋路か

ら一札また--:-J8と. J1員会f下げた穀物に飛び移る持U'1jに

は，この鳥のfi謹さや~J!j11!J:がi草稿tこ表現され，微笑まし

し、附Jデになっている。 r秋Jに;おいて拭，作者は先ずfJま
の色1性をとりあげる。款の疾風で， ドングりが落下する

と.p制球は子供を連れて，これを漁りに来る。小池に近

づき，警警戒心の強い野ガモじ，兜然111十びたてられ. ~.-R 

f訟に逃げる様子は滑稽である。思よりも知性があるとさ

れる版が，訟の姿もろくに確認せず，逃走し続けるのだ
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から愉快である。しかし，作:者は誌の，この不都合とも 得る。その男から閉し、た体験4淡を，設はJ::dC.のタイトル

思える佐賀は， M千午となく親から受け継がれたもので のもとに縄めたので、あった。

あるとし，人間に飼われてなおその性質を失わないこと この男が3設のn札父親は祖父から受け継いだ喪家主グ

を，捻静ιとらえている。野ガモについても，外裁に佼 手放している。わずかばかりの最揚があったが，保討を

入されると，身を砧こしてはばたさ，異常な吟び戸を発 投てるには不ト分だったため，父窺は一家を主義れ，オー

するものだとjiliベる。このように，動物や鳥類がf6:険に ストラリアに移住した。しかし， 9蔵の時，父親は苑C

略された時に見られる若手性を，持を雛賞し立がら伝える し家は県掛で辛酸をtt:.める。やがて，幸運tこも彼等

作者の議度には，持物学者のそれがある。次に作者が比 は生活に余裕を生じるに宝り，克弟や姉妹はオーストラ

丹すべき節としてあげるのは，主人公が小設を建て， ミ リア人になりきって，その国をこの置で最善と思うよう

ヤマガラスの見張りをする場i屈である。冬麦の穏を描く になった。ところが，この男だ吟は，他の兄弟と違って，

と，見張り役は主人公である。彼は突!民Lと，絶え!間ない 奥部を安住の地と見なすことができなかった。この相違

附から身を守るため，小黒を鰭てる。夜になり，設は約 が11交を母留に呼びE返す大きな原因tこなったと思われる。

束してある友人たちを迎えるため，リンボクの突を擁 彼が共同で、仕事に成功したにもかかわらず，そこに安ら

札!針案用に背々とした芝生を敷@-，炉床をきれし、~こし ぎを見出ぜなかった理111はfnfであったか。これには，父

て待つ。しかし，待てど客人は遂に姿な現わさず，絶望 親の盟郷の急が大いに彰習を与えている。彼は生前，タ

する。酒事の予想が悠りへ変わりゆく，少年の心理変化 1iになると子供たちに|澗まれて，故郷の認しをするのを
を，詩人は描いているのである。この些綿なことから llijよりの楽しみにしていたの父親の締結がそうさせたの

主人公の小屋のある畑が，牢獄と化し，それと同lI:j・に， であるが，この男は繰り返し語られる故郷の話しに，い

主人公の約束感が鰍震に拡大してゆく遊穂を，作者は詑 つしか父親とi斗じ感情を詣くようになったむこれが奥居

IJする 21 こ安住の地を見出せなかった最大の理由になっている。

「冬jは四季の描写のなかでもベストであると作詩拡 大人になっても，この感靖は消えることなく，故郷は絶

言う。ここでは人間に酷読される家者がJ市角かれており， えず設を呼び続けるのである。そのため，彼は遂に余生

ている。特Iに訳 を筑ましく逃ごすに十分な資金を持ち，帰国したのであ

馬として使用される馬の場合は悲壌である。人間を運ぶ る。そこには父から閉し、た故郷の小川，村，古いまi造り

ために利用され，しかも鞭打たれて!鼠を涼し，食料も休 の教会，とりわけ，患の絡まるさい主主家見たきの・念が

息もろくに与えられず，翌日再び仕事に駆りL11されるの あった。さて，この男は無~j~Jt家を発見できたであろう

である。そこには，人間が浅酷tt:.ほど家畜を拙使する裂 か。あるいは，郷里ι結って瀧足したで、あろうか。
がある。作者も言うように，この浅艶な行為に対して， この男はハンムプシャ出身であり，父から聞いた珂州

詩人の持拡は小さなものかもしれない。だが，作者はこ の Thorpe村を郷監と思い，そこへ出かけている。ロン

の詩人の家蔽に寄佼る同靖や，婚しい愛情の点で，同時 ド‘ン封蒜後，先ず夢にまで描いたわが村を，わが家を，

っていると見な その汗で線カ込めたい-心で，その村へやって米たのであ

L，高い評ftt[Iをかえているのである o る。だが，そこにはそれらしい家仏襲場も見当たらな

かった。 Dysonという什分の名字を頼りに. Iヰ姓の3択を

探してみたが，無駄であった。彼は??の合い家は取り壊

IV センチメント考 され，果樹i舗やIば根も掘り起こされて.Wfs;形もなくなっ

てしまったと思い，失明する。山分の足で探すことに限

作者がデヴォンシャのある小村に.~生をjおりたいほ 界を感じた設は，村の古者に生家のj好在を開く。その手

ど魅力を感じたり，あるいは同州、!の Exe川にJ境著したこ m!:v主的中した。設の記憶は間違っていたので、ある。ある

とについては既に述べた。相持を後にし，海外に勝住し 討議に聞いたところ，彼の生家は Harping教区内の

た人々ιは，作者のみならず，祖国ι寄せる共通の泡仏、 Woody吠 esというJ9fであった。彼はそこから 2マイルも

が見られる。先のアメリカ人による Bloomfieldの生誕地 離れた Thorpe村で，生家を探していたので、ある。本運

鵠でも，その一例である。作者は“TheReturn of the なことじ.Woodyatesの者い家は，幼い頃過ごしたi時と

Native"という一章を設けて.tll凶イギリスを後にした i弓じ擦で、残っていた。しかも，その現有者が家屋敷を手

一家が，速くオーストラリアにおいて. ~姦かな捕の郷里1 放したがっている訴しを開き，被はこれを買い戻すこと

を想う気持を措いている。作選はロンドンヘ向かう持車 にしたのであった。

のなかで，途中から乗り込んで・きたある男と話す機会を 海外移住者のなかには， i乍者の担先のみならず，イギ
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リスを能闘とする人々が多い筈である。しかし，この男

の場合ι昆られるように，子孫が詑先の家賎敷を発見で
きる鰐は，ごく稀なことと忠われる。それにもかかわら

ず，この男と同じ怠札、や感↑吉を抱いて，海外から出国を

訪れる人は後を絶たなし、@それは心の|問題だからであ

り，センチメントの!日j崩であるからだと， f'F者は考えるU

The Land's End (1908)とし、うエッセイ集においても，

多くの観光客や，活字し者たちが「地の果 iおで、をする場

語が見られるが，ニれもやはり，センチメントの問題と

して，作者はま追えている。そこで，授の言うセンチメ γ

という意義を綿織にしておく必要が作.じてくる。その

場合のセンチメントとは，単なる感f古という意味とは異

なり，過去に刻まれた館、い出や記憶が，死ぬまで，'j:.~続

け，時として強い欲望になって胤われる感情である。本

国を去った移住者が盟郷の念を抱くのも，あるいはイギ

リス内外から多くの人々が「地の果 i詣でをするのも，

この感請の発掘と見てよい。幼い填tこ種を播かれたこの

センチメント法，いつしか在の務神的対産となり，的人

に譲渡したり，あるいは失うことのできない家主となる

ている。括って，それは速い先極からfnJ百何

千年となく継i止されてきた家宝なので、あり，これを継成

した者の人生の一部を，形成する性質をも有する 23言わ

ば，それは祖先から子孫代代に語り継がれた絹神的議産

ということになろう O ところで，このようなセンチメン

トを抱いて体1UJのfrJlif産があるのかという疑問が主じ

るかもしれない。そのfll延長選については，作者はこれを宵

志する立場をとる。センチメントのみならず，幻紹も，

そして受汁謎がねばならない伝統やロマンスや夢も，も

しも奪われることになれば，心の貧しい人間になってし

まうだろうと考えるからである 24確かに，夢やセンチメ

ントを抱いて，一生省6送れる人は豊かな感性に恵まれた

人に違いない。このセンチメントとし寸用語は，作者が

i品去を娠り返る時しばしば舟いられる言葉であり，それ

が述怨や~ìい lH と関連して，作品に彼持右の累趣を添え

てくれるのである。そのJ'JiI.灘拭イメージを搾ったもので

あるから，読者の縞搾に生設生きと映{象化されるのであ

る。本市:においては，このセンチメントが，人聞にどん

な路神を与え，またどんな行動をとらせたか例示してい

る。結果から言えば， {>iIJの男は長年の夢を実呪できた稀

有な人間だったと言えるので、ある。

V 作者のセンチメント一一結語

本書 Afootin Englandはその題名の示す通久作

者がイギリスを敬策して得た印象を記したものである。

この点から兇て，従米のエッセイ告IJ作の態疲と f~IJ ら変化

はない。地ガのJT-'田舎に取材し，設等の好常1ミ活やそこ

の自然を，あるいはそこで見聞した話しな諮る方法も，

Hら変わってはいない。だからと言って，この{乍i誌に見

るべきものがないと考えるのは早計であろう色濃ι渡
り，授の友人であった Morley豆ober臼は，この作品に

者の薪芽の知活力を認め，更に次のようι詳した。

It is full to the brim of his intense passion for 

England， England untouched and undefiled in her green 

spaces. Many have explained Greater Britain to England， 

but who like Hudson has explained England it総lf?His 

sense of life in this country and his passionate deぉire

that what is beautiful should remain beautiful， and that 

all that is ugly and of iIl repute should pass away， are 

what has drawn and will draw English hearts to him. 

The b∞k has the qualities which came from a natu絡

ralist's fr問 domafter being long pent in London's pri倫
。πson.ω 

「緑なす空間の，触れられていない，よごれのないイ

ギリス」とは，勿議大都会を立っているのではなく，地

方のJ:'BJ舎や，白然、を;与しているのである。そのような

忘れ去られた地方を，設が倍熱を傾けて措いた事実は，

何人も否定できiないであみう O 地方の人々の悲喜劇ι擁

したり，彼等の親切な持成じ触れて，彼は感じたことを

そのまま表現した。その表明には，人間性の回復を求め

た披の人生観も，また， tJ然は白然の子の中にという自

然保護の要求も，僻かじ認められる。作者の対象を克る

けが，博物学者のそれであることは， n黙観察の場合だ
けではなくBloomfieldや， Mitfordの{宇品説評の場合

にも当て鼠まることである。 Robertsの批評の特徴は，

1'1"家の若々しい文部と的熱を認めたことにある。 1909年

の作iiJI発表といえば，作者は68蹴であり，年齢としては

決して著いとは言えない。しかも，年金を得たといって

も，決して~な生活をしていたわけで‘もない。また作品

自体にしても，いろいろな制集者から何度も断わられた

挙句の出版であった。このような背景をもっ作品に，若

々しさと情熱があるとすれば，恐らくそれは， ロンドン

とし、う?ドj設から抜け出たi時の謀びと，解投惑のためであ

ろう。このIi寺の数壌には支Emilyを持っていることがわ

かるのであるが，わずかばかりの金銭的余裕が 2人の述

;討を"1'能にしたのであろう。しかし旅麓やホテルに宿

出する余裕はなかったとみえ， 2人が民家に a夜の柄を

求めて行)f皇う姿がしばしば凡られるo そして，ようやく

探し当てた喜びゃ，その京で、聞く悲喜劇や，一家の持成
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'a:'心を込めて再説したのである。 RuthTomalinによれば，幼年時代から諮きなれていた

このよ乙ッセイ集は，そのよ、;象tこ地}jの人々 や， r~ 然や 父姐の故郷の，幾つかの地名やJlIの名を，心に抱きつつ

鳥類合従よ~通り登場さぜてはいるが，見逃してならない 航海したにちがし、ないと述べている。27その年の 5月3

のは作者1:1身にかかわるセンチメントのrJJ懇である。つ 日ι後詰Southampton潜に若いたのであった。

まり，対象そのもの法 The Land's EndやHanψshire ド殺がこの作品にセ γチメントを反映させたと思われ

ραys (1903)を踏襲しつつ，他方じおいてセンチメント る理111は他にもおる。しかも，それは父担の国イギリス

という，人間の内耐性を潜在さぜた作iVIと見ることがで に対してのみts:.らず，作者の!生国アルゼンチンに対して

きる。センチメントιついては，既に仰!の男の結認のぷ もそうなので為る。 1874年に、渡英後，較は1900年比59議

しで述べたが，これはまたずド議白身にかかわる問題でも で英国国籍を取得している。この間，…度も信淫したこ

あった。この作品を読む時，このI問題を看瀧すれば，輿 とはなく，それは一生続いたのであった。兄弟や諦妹の

味も半減してしまうであろう。それほど作者自身の抱く 死を悲しむことは造うっても，遂に帰冨の機会を得ること

センチメントは酸裂と思われるのだが， Robertsの批評 はなかった。それだけに，fpJかと面積を見， ftJ~獲がつて

のなかには一言も触れられていなし、。彼のみならず， いた妹担aryの， 一人娘Lauraが日本人(Yoshio Shinya) 

Robert Hamiltonも， ]ohn Fredericも触れていないので と結婚し， 1909年ロンドンを2人で訪れた持の喜びょう

ある。ただし， Richard Haymakerが，この作品を詳し は，大変なものであったらしい 28 生閣に寄せる想いは

て， r若い時分に，心眼に形作ったイギリスを探してJ 1918年発表のFarAwαy and Long Agoとなって開花

作者が地方応出かけたことを述べている。26その理由ま する。当時作者は，渡英後44年も経過し 77臓にもなつ

では説明していないし，センチメントの問題としてとら ていたから，速い国に温かな想いを寄せてJ苗いたのであ

えたわけでもない。けれども，これは大いに花日すべき る。作者のセンチメントが，それまでイギリス率向であ

ことである。なぜならば，このエッセイ集，特に本作品 ったが， 44年の時間の経過はこれを逆転させるのであ

に蛤めて発炎された幾製品かのぷヅセイの恨践を流れてい る。本作品には，その激転志向の芽ばえがわずかながら

るのは，作者の七ンチメントだからである。その々ンチ 見られる "BySwa叫l日lowfi.凶eld"冒頭にj述主ベてあるよう

メントは南米別!時時f伐℃の比較i治右若い時期カか為ら1形静成されそそれ に，森村禽埼議や平i地也に郷愁のJ怠急を抱く場面がそうでで、ある。

がHaymakerの指;織潟したように，心眼ι影{作/宇Fら才れもたもの あるいは，荊ウイ/ルレトシヤの行任:竣i地由や， ケンブリツジや

と忠われる。このことは，第 1~章章で

に寄せる;感恭慨が証明している。その引用文に示されてい ずれもアルゼンチンのパンパスを想1槌させるからであ

る通り，作者は:kJ]l，、墳から父誌の，その川に寄せる恕い る。“RomanCalleva "においても，富代の遺物を昆て，

出を，父から受け継いでいる。その組し、出や，父組の背 /1=_凶の先千七民族に組いを馳せている。あるいはまた，

ったその土地が，彼をその場所へ呼んだのである。胤首 “In Prai問。fthe Cow"ιおいて，子牛が生まれて二，

すれば，後は漫然とデヴォンを訪れたのではなく，セン ヱ日後に辿れ去ると，親牛は盛夜鳴き続けるという括し

チメントがその地に導いたのでるる。 を聞いて，I¥.:器で経験した話しを想い出している。生国

Bl∞mfieldの詩もまた 作者のセンチメント広大いに で、の什然環境や，生活経験、に類似したものを，イギリス

関部する。生器アルゼンチンで，父祖の郷虫や，彼等か に求めた続は，年を純る応つれて，今度は逆に同様のも

ら受け継がれた想い出を，確認さぜ再現させてくれる のを生器拡求めてゆくのである。即ち，イギリスで観察

ものを，求めていたと思われるからである。披の詩はそ される I~I 然や生活のなかに，致問との類鎖性を発見し，

の叫例であるが，それは鹿接に父湿の郷蝦を掘ったもの 速い過去を壊かしむ傾向が出てくるのである。しかし，

ではなかった。しかし，サブォクのー農村を通じて，あ この珂志向は棺反するように見えて，実は彼のセンチメ

るいはその村での農村生活を通じて，父担の郷盟の連怨 ントを中心に据えて考えれば，矛題してはし、ない。父控

を呼ぶに
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